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1. はじめに 
我々は，多様なモバイル機器に対応可能な複合現実感シ

ステムの共通枠組の構築を目指している[1]．本研究では，

自身において位置の計測と重畳描画する付加情報（以下，

MR 情報と呼ぶ）の生成が可能な端末を中量クライアント
と定義し[2]，その設計について検討を進めてきた．本稿

では，携帯電話を想定した中量クライアントの設計方針に

ついて提案し，そこで必要となる MR 位置合わせ機能の携
帯電話への移植について述べる． 

2. 携帯電話による中量クライアントの設計 
中量クライアントに必要な機能は，実環境を撮像するカ

メラ機能，自身の位置姿勢を検出する機能，位置姿勢に基

づいて適切な MR 情報を生成する機能，及び撮像したシー
ンに MR 情報を重畳描画する機能に大別される．ここでは
カメラ付きの携帯電話を想定して中量クライアントのモジ

ュール構成を図 1 のように設計した．各モジュールの機能

を表 1に示す． 
中量クライアントにおける処理の大まかな流れを述べる．

まず(a)によりクライアントの位置姿勢を検出し，その情

報を(g)を介してサーバに送信する．次にサーバから位置

に対応したコンテンツの情報を受け取り(f)に蓄積する．

その上でそのコンテンツをもとに(b)によって MR 情報を
生成し，それを(c)で取得したカメラからの画像に重畳し

て(e)により提示する．このとき，一度取得したコンテン

ツはサーバからの変更通知がない限り(f)により保持され，

以降のMR情報生成に利用する． 
ここでポイントとなるのが(a)の位置姿勢の検出を携帯

電話でどのように実現するかである．本研究では，追加の

デバイスを必要とせずに実現できるという理由から，カメ

ラを利用した画像に基づく位置姿勢検出を行うことを考え，

ARToolKit[3]の枠組の携帯電話への移植を目指す． 

3. ARToolKitによる MR位置合わせ機能の移植 
一般に携帯電話でアプリケーションを作成する際には，

プログラム容量，ヒープ容量の制限などの問題点を考慮す

る必要がある．ここでは NTT DoCoMo の DoJa4.0プロファ
イル向けの i アプリとして ARToolKit の枠組を実現するこ
とを考える．DoJa4.0 における各容量の制限は，プログラ
ム容量（JAR 容量）100kbyte，データ領域容量（ScratchPad
容量）400kbyte となっており，ヒープ容量も機種に依存し
た限定された容量（例えば SH901iC で 8,000kbyte）となっ
ている．一方，ARToolKit（Ver.3.27）の C言語のソースサ
イズはビデオ入出力関連の処理を除いたもので 380kbyte程
度あり，内部では概算で 6,000kbyte もの大量の静的メモリ
を確保している．ここでは，C言語から Javaへの移植に際
して，ポインタ演算を排除し，静的メモリ確保部分を動的

なメモリ確保へと変更するとともに，一部のメモリ使用方

法を見直すことで，実行時に必要なヒープ容量の削減を図

ることとした． 

4. むすび 
我々は，多様なモバイル機器に対応可能な複合現実感シ

ステムの共通枠組の実現を目指している．本稿では，携帯

電話による中量クライアントの設計について述べ，そこで

必要となる MR位置合わせ手法として ARToolKitの枠組の
携帯電話への移植について検討した．今後は提案した設計

方針にしたがって携帯電話上に中量クライアントを実装し，

複数のアプリケーションでの検証を通じてシステムの有用

性・妥当性を確認する予定である． 
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表 1 中量クライアントの各モジュールの機能 

モジュール名 役割 

(a)位置姿勢検出 クライアントの位置姿勢を検出 
(b)MR情報生成 MR情報を生成 
(c)画像取得 カメラデバイスから画像を取得 
(d)データフロー制御 データの流れを制御 
(e)MR情報提示 MR情報を画面に出力 
(f)コンテンツ管理 情報生成に必要なコンテンツを管理

(g)リクエスト管理 リクエストやレスポンスを管理 

(e)MR 情報提示 

(a)位置姿勢検出 

(g)リクエスト 
管理 

(f)コンテンツ

管理 

(b)MR 情報生成

(c)画像取得 

(d)データフロー

制御 

システムレイヤ

アプリケーション
レイヤ

図 1 中量クライアントのモジュール構成 
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